
『営農アンケート』集計結果の説明

令和2年11月27日

香南市農林水産課

～下井・上岡地区集計～
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『営農アンケート』集計結果の説明目的

営農アンケートの結果を地区会合の参加者間で共有
し、地区での共通課題を参加者で確認する。

農地所有者や農業者の年齢構成を知り、後継者の
有・無を含め、今後の地区の農業継続性の現状を理
解する。

農業者や農地所有者の農地の現状認識を確認する。

持続可能な農業に向けての考え方の傾向を共有する。

アンケートの内容をできるだけ可視化し、地区の会
合で活発な議論を呼ぶ材料とする。

自由記述意見をコメントとして記述し、できるだけ
生の声を再現する。
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営農アンケートの利用について

皆さまのご了承をお願いいたします。
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① アンケートでご回答いただきました内容は、
『人・農地プラン』事業関係の事項に利用させて

いただき、他の目的では使用しません。

② 地区の会合等でアンケートの集計結果のまとめを
説明する際に、お名前などを含めてプライベート
な事項は出ないように処理したうえで、コメント

を利用させていただきます。

注



 目的：人農地プランの策定に向けて、農地所有者、後継者、耕

作者の現状、今後の営農の意向を把握する。

 対象：香南市にある農地の所有者、後継者、耕作者

 方法：郵送でのアンケートへの回答、または農業委員・推進委

員による戸別訪問での聞き取り

 使用データ：農家台帳（令和元年12月16日時点）

 件数：宛先不明等を除いた実質 5,864件 （総数 7,302件）

 実施：令和元年12月～令和2年7月

 回収終了：令和2年9月23日

 回収件数：3,330件 ( 56.8％)

 面積：1520ha       ( 64.4%)

4 『営農アンケート』の概要



下井・上岡地区の営農アンケート回収状況

■回収率（人数）は66.2％であり、農地面積の69.1％となった。

（注）農業委員・農地利用最適化推進委員による個別訪問調査も含む

表1）地区別返信率（人数） 表2）地区別返信率（面積）

令和2年10月16日現在
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下井・上岡集落別の回答状況

■各集落とも過半数を超える皆様にご回答をいただきました。

表3）集落別返信率（人数）

表4）集落別返信率（面積）

・・・アンケートへご協力いただきましたこと、改めて感謝いたします。
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アンケート集計（1）

 回答者（農地の所有者、農業者）の91％は60歳以上の状況である。

アンケート回答者（農地所有者、農業者）の年齢構成
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設問への回答数：162
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30-39才

2%

年齢構成

91％



話し合いへの参加希望（取組対する意見等）

 回答者の34％は地区会合に参加を希望されている。
 参加辞退者も、地区方針の内容は知りたいとの意向を持っている。

コメント：
•地域での話し合いは、できれば休日の昼

間を希望。
•地域の会合には、息子が出席。ただし、

会社員の為、平日は不可。
•話合いへの参加は困難です。地域の方針

は聞きますが、こちら（自分）で（それ

については）検討を希望したい。

•時間が許せば話し合いに参加希望。

•会合には、内容の通知を見て参加する。

•（地域の取組は）そのままで（よい）。
•参加は困難だが、議事録は送って欲しい

です。
•当日に都合が悪ければ、後日でも内容を

確認したい。
•今頃、このようなアンケートは遅すぎる

と思います。当然状況は把握し、対策に

手をつけておらねば。

アンケート集計（2）
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地域会合への参画意向

設問への回答者数：180

参加

34%

非参加

58%

その他

8%

会合への参加



 専業、兼業合わせても農業を営む割合は54％と半数強に止まる。
 農業を営んでいない人は46％であった。（離農し他の職業へ、相続、
高齢、施設入所、県外など遠方に転出：土地持ち非農家）

世帯の生業アンケート集計（3）
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Q1. あなたの世帯は、どのような世帯ですか？

設問への回答数：194

農業専業

38%

兼業

16%

非農業

46%

世帯の生業

54％



 現状で農地所有者の46％は農地を貸している。

農地貸出状況アンケート集計（4）
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Q2. 現在、人に農地を貸していますか？

設問への回答者数：192

コメント：

•現在3人に貸している。今農地を貸

している人に売却を考えている。
•一部は貸しているが、夫婦とも高

齢の為、整理をしたい。
•ハウスとして貸しているが、放棄

地のようになっている。

•高知市在住。現在1筆貸している。

貸している

46%
貸していない

54%

農地の現状



コメント：

• 現状の継続を望んでいますが、私
の年齢を考え合わせると、いつま

でできるか不明。田畑の耕作を

している方も高齢であり、将
来に不安があります。

 今後も現状維持するとの意向が77％あった。
 一方、農業を辞める、規模縮小する、との回答も併せて18％あった。

アンケート集計（5） 今後５年～10年の意向

Q3. 5～10年後を考え、あなたはどのようにしていきたいですか？
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設問への回答数：146

現状維

持

77%

拡大

5%

縮小

6%
離農

12%

今後5年～10年



コメント：
•息子はいるが、農業はやらない。
•（後継者はいるが、）現在はサラリーマン。
•跡継ぎはいるが（現在都市に居住の為）農作業

能力はない。
•（跡継ぎは）いるが、息子はどうするかわから

ない！？

•長男が兼業で28a栽培。

•現在、人の農地を耕作している。1町2反ぐら
い。後継者は居ない。

 農業後継者のいない割合が約６割あった。
 跡継ぎは居ても農業を継ぐかは不明。
 農地を借りて耕作する側も跡継ぎ不在という状況も伺える。

アンケート集計（6）

Q4.後継者（農業後継者）はいますか？
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農業後継者

設問への回答者数：175

いる

39%

いない

61%

農業後継者



 後継者不足や高齢化が深刻であるとの認識が多い。

アンケート集計（7）

Q5.あなたの地域の農地や農業者の状況は、いまどのように
なっていますか？
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地域の状況認識

コメント：
• 4筆米を作っているが、生計を立てるほどの収入はない。
•横浜市在住。高知東部自動車道の収用で、わずかの農地

宅地の残地が現在ある状態で、活用もできない状態。
•市外からの耕作（小作）が目立つ。
•現状では収益は得られないので、担い手（となるのは）

むずかしい。

•放棄地にしないため、草刈りなどをしている。
•担い手ではなく、農家が大事である。
•（農業後継者は）10年後に全くいなくなるだろう。

•行政による農業に対しての補助金は、大規模経営者に集
中していて、中小にまで及ばない。農業機械が高すぎ

る。

•よくわからない。
•伝聞では、高齢化、担い手がいない、と聞く。
•周辺の状況を把握する事が出来ていません。55

57

102

41
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管理されている

放棄地増加

後継者不足/高齢化深刻

担い手不足

その他

地域の農業者/農地の状況

設問への回答数：267



コメント：
• 地域についてはわかりません。専業農家の方の意向が大

切かと思います。
• 地域の農業状況がよくわからない。
• 不明。/わからない。
• 不可能。

• 営農しやすい区画にする、後継者を育成する。5年後くら
いには自分も決断せねばならない。農地農業を守る組織

また相談所が必要です。
• 市外からの耕作（小作）が目立つが、隣地の所有者に希

望があれば、小作を勧めては？
• 昔から続く農家を潰し、農家でない何も知らない若者
に、国が金を出して農業をさせようとムリな事をムリに

するからムリである。昭和30～40年頃の農政（輸入を最
小限に）に戻すと皆農業をするようになる。小規模農家
や兼業農家が大事な役目をしているという事を忘れては

いけない。（そうしないと）国土の保全はもちろんの

事、日本の文化のほとんどがなくなる。選択肢4.5（地域
外からの受け入れ、農業者以外からの転職）をやると、

ますます地域の結束は無くなり、農家農村は衰退（崩

壊）してしまう。
• 新しいハウスの建設者への補助については、たとえ収入
や収支がマイナスでも、長い目で見てプラスになるよう

に、補助を増やす。海外からの輸入を少なくする。
• 農業林業ともに育成が必要と思う。商工業重視の政策の

現状では、立ちゆかなくなりそうです。
• （農地）老後自分で作ります。

 現状維持で地域の農業を維持できる状況ではなさそうである。

アンケート集計（8）

Q6.あなたの地域の農業が5～10年後も持続可能なものとするため
に、どうしたらよいと思いますか？
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持続可能な農業のために

48

68

93

74

51

42

0 20 40 60 80 100

現状維持

農地集約

担い手、後継者の育成

外から（個人、法人）受入れ

農業者以外から転職受入れ

その他

持続可能な農業

設問への回答数：376



 貸し売り希望の背景は、農業者が体力的に続けられない状況、あるいは後継者不在、遠

方に所在する等である。
 『賃貸』を希望の背景には、代々受け継いだ農地なので『売却』を避けたい意向もあ

る。

Q7. あなたの農地で、売ったり貸したりしてもよい農地やハウ
スがあれば教えてください。

アンケート集計（9）
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売りたい・貸したい農地候補

コメント
（貸したい）
• 耕作者なし
• 進入道路無し。
• 道がなく車もトラクターも単独では入らず、不便。
• 米をよう作らんなったら、貸したい農地があります。
• 代々（受け継いだ）田を手放さず、近所に迷惑をかけ

ず、放棄地にせず、管理してもらいたい。
• 自分で耕作をしています。将来は、耕作を請け負って

下さる方に、期待します。
• 維持管理する者がいない。
• 維持管理が大変。

（売り貸し）
• ハウス有。高齢化の為。

設問への回答数：59

あり

76%

なし

24%

売り貸し候補地
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 売却希望の背景には、後継者不在、遠方に所在する等の理由に加えて、農地として

耕作条件が良くない点を上げているケースがある。

前頁のつづき

コメント
（売りたい）
• 高齢化で維持管理する者がいない。母が生存中は現在のまま貸出する

が、母が亡くなった後、できるだけ処分したい。
• 後継者なし。遠隔。
• 子供無く相続不能につき全財産を売却したい。

• 高知市内から（野市まで来て）の作付けなど、いつまでも（続けてい

くのは）むづかしい。

• 道がなく不便。現在貸与中。
• 耕作者に貸していましたが、水の取り決めが不便で、契約終了になっ

てしまいました。

• 今すぐにも農業をやめることを考えている。
• 現在貸している。しかし借り主は買い取る意思がないとのこと。
• 早く売りたいと考えています。
• よろしくたのみます。



賃貸
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耕作条件

小さい農地区画

インフラ（農道/水路）不備

農業者側の事情

老齢化、体力・気力低下

所有者/借地者の病気

遠方に在住

農機具を所有していない

他の仕事に専念

後継者不在/跡継ぎまで年数要

農地を農地
として管理

できない。

農地とし
ての適性

が低い。

資産活用

生活費の捻出

事業の資金の調達

相続者なし

農業以外で
資金需要が

ある。

売却

■アンケートからの農地の売却・賃貸希望の背景まとめ

稲作の採算

米づくりは赤字

農業（稲
作）を続
けられな

い。


